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\begin{abstract} 

本研究では，朗読に対する内容理解や物語への没頭を目的とし，物語内に出てくる

オノマトペの言語を効果音として表現することによる，集中力や違和感への影響を評

価した．提案するシステムでは物語内のオノマトペを抽出し，オノマトペに対応した効

果音を朗読と共に再生を行った。物語内のオノマトペを抽出する過程では自動化を見

据えてシステムを構築した．検証の結果，効果音への変換によって集中力の向上や

違和感の減少が示唆された。また，効果音のボリュームとタイミングによって集中力と

違和感に影響を与えることが示唆された． 

\end{abstract} 

 

\begin{keyword}  

keyword 1, オノマトペ 2, 効果音 3, 朗読 4, 自動化 5, 表現 

\end{keyword} 
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%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 

\section{はじめに} 

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 

 

\subsection{研究背景} 

我々の生活に身近な擬音語・擬態語表現であるオノマトペは，漫画で用いられる擬音

語に見られるように（図1に示す），音の表現の視覚的効果やその表現を見た時に脳

内に再現される仮想の音により，物語の世界に没入させる効果がある．一方音読の

１つである朗読は，読み手と聞き手両者に話の内容の理解と物語への没入の効果を

もたらす．読み手は感情を込めるなど表現を行うことが出来る．これらの観点から，朗

読を行う際に物語内に出てくるオノマトペの言語を効果音として表現することで，より

内容理解や物語への没頭を促進すると考えた．効果音により表現幅の拡大や感性

の育成が期待される． 

\subsection{音読における恩恵} 

音読を行うことによって様々な恩恵を受けることができる．勉強法の1つとして声に出

すと内容の理解や暗記が容易になるというものを聞いたことがあるだろうか$^ 

{\scriptsize [1]} $．これは音読をすることで脳の前頭前野が活性化され，記憶や注意

のはたらきに影響を及ぼすことが要因だとされている$^ {\scriptsize [2]} $．前頭前野

とは高次情報の統合，選択と調整を遂行する領域であり，特に認知的制御を行う実

行系の機能は前頭前野のはたらきにとって重要である．つまり，前頭前野は脳の中

の脳とも呼ばれている重要な場所だということである．加えて，音読は視覚と聴覚の

両方が刺激されるため，音読は視覚のみを使う黙読に比べて，耳(聴覚)を併せて利

用することで感覚器官が増えることから，より複雑な情報が脳(前頭葉)に送られると

言われている．\par 

他にも，音読にはモチベーションを高める効果がある．これは作業興奮と呼ばれる，ド

イツの精神科医エミール・クレペリンによって提唱された概念が要因であるとされる$^ 

{\scriptsize [3]} $．作業興奮は一度作業を始めると湧いてくる集中力や意欲のことを

指し，音読で口を動かすことによって興味の薄い作業に興味を持たせることができる

のである． 

\subsection{オノマトペの定義と効果} 

オノマトペとは，鳴き声や人の声を描写した擬声語（ピヨピヨ，ワンワンなど），擬声語

以外の音を表した擬音語（がたがた，つるつるなど），動作や事物の様態，状態を表し

た擬態語（キョロキョロ，うろうろなど），擬態語の内，特に人の感情や心理状態を表し

た擬情語（びくびく，ひやひやなど）を総称したものである$^ {\scriptsize [4]} $．オノマ

トペを用いることで物の様子や動き，感覚，感情などの言葉では表現しにくい感覚的

な印象や具体的な事柄を口語的に表現することができる$^ {\scriptsize [5]} $，$^ 

{\scriptsize [6]} $．オノマトペには情景や場面をより鮮明にする効果があるため，本

研究ではオノマトペに注目し，没入感の促進に有効であると考えた． 

\subsection{効果音とオノマトペ} 



効果音とは，映画やゲームなどで用いられる，舞台の環境や状態，心象などを表現

するものである．効果音は実際の音（リアリティ）を表現するものではなく，具体的なイ

メージを思い浮かべるために使用されるものである$^ {\scriptsize [7] }$．前述のオノ

マトペと似た効果が効果音にもあることから，オノマトペに効果音を加えることで物語

への没入感をより高めることができると考えた． 

 

\begin{figure*}[t] 

\begin{center} 

\includegraphics[keepaspectratio, scale=0.3]{effect.png} 

\caption{漫画で用いられる擬音語の一例} %和文 caption 

\label{example6} 

\end{center} 

\end{figure*} 

 

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 

\section{関連研究} 

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 

 

\subsection{音への転換} 

中島$^ {\scriptsize [8]} $，$^ {\scriptsize [9]} $の研究によると，言葉と音楽をつなげ

る活動をする場合，主に2つの方法が考えられるという．1つは言葉の持つ意味から

音楽を膨らませていく方法である．もう１つは言葉の持つリズムや抑揚から音楽を膨

らませていく方法である．前者は作品の「中身」に関わるもの，後者は作品の「形」に

関わるものである．この「形」が「言葉」「オノマトペ」のことである．\par 

この研究では，西九州大学短期大学部幼児保育学科2年生「器楽」の受講者90名を6

～7人にグループを分け，3つの活動を行っている．1つ目は楽器音を言語化する活動

である．2つ目はオノマトペを楽器音で表現する活動である．3つ目は紙芝居に効果音

をつけてもらう活動である．\par 

オノマトペを楽器音で表現する活動では楽器の種類のバリエーションはそこまで多く

ないものの，叩き方や鳴らし方などの奏法に違いが見られた．\par 

紙芝居に効果音をつけてもらう活動では多くのグループが擬音語に着目し，模倣する

ように楽器音を入れているが，その楽器音はグループによって違いが生まれた．\par 

これらの活動を行った後，アンケートを全学生に対して行う．アンケートの結果として，

擬音語以外の言葉に着目して，音付けが可能だったことも見て取れた．また，実験を

通じてスムーズな表現が可能になったという意見も多数得られた．\par 

\subsection{形態素解析} 

本研究では形態素解析を用いてオノマトペの分類を検討している.．\par 

奥村ら$^ {\scriptsize [10]} $の研究は生きた(日々更新される)オノマトペ概念辞書の

自動構築を目指したものである．オノマトペの形態を分析し抽出方法の一案を提案し

た研究である．この実験ではオノマトペの候補語を生成し，WEB検索エンジンで候補

語をクエリとしてWEBを検索，候補語を含む用語集の獲得を行う．用法を分析（形態



素解析）し，オノマトペであると判断されたものに対して辞書を構築する．その後，精

度の測定を行うと自動構築された辞書全体の精度は83.3％という結果を示した．\par 

このシステム構成には用例文を活用した用例解析のフィルタリングで精度が低いとい

う問題が発生していたため，用例解析方法の改良が必要が必要であった．\par 

一方で，83.3％という比較的高い精度には目を見張るものがあるといえるだろう．\par 

\subsection{立体音響と音声認識} 

氏平$^ {\scriptsize [11]} $の研究は立体音響と音声認識を組み合わせ，エンターテ

イメント性のあるものを作り，双方を身近なものにすることを目的とした研究である．こ

の研究では絵本に焦点が当てられている．読み聞かせをする人の声を音声認識で読

み取り，その文章に合致した音の背景を立体音響として幼児に聞かせることで，文章

と絵からの視覚的なものに加え、音の風景や効果音などの聴覚的なものも加わるこ

とでエンターテイメント性の向上を図る研究である。\par 

音の風景には「サウンドスケープ」というものがある．一般に「サウンド」は「音楽」と

いった人為的なものであるのに対し，「サウンドスケープ」は我々を取り巻く様々な音

を「風景」として捉えるものである．この研究は「サウンドスケープ」の可能性を探求す

る研究ともいえる．\par 

立体音響と音声認識を組み合わせ，エンターテイメント性のあるものを作ることを目

的とし，文章を音読した際の声を音声認識で読み取り，その文章を形態素解析するこ

とで文章に合った複数の効果音を配置し，立体音響として聴かせるというシステムが

提案されている．\par 

この研究では2つの実験が行われている．\par 

1つ目は指定した文章を被験者が入力し，その文章に応じた効果音を聴かせ，入力イ

ンターフェースの違いや効果の量で臨場感や嫌悪感，操作性に変化が起こるのかに

ついて検証している．結果としては操作性に関しては一定の効果が出たが，他の仮

説に関してはあまり効果が得られなかった．効果量のバランスが悪い場合，良い効果

をもたらしづらいことが要因として考えられた．\par 

2つ目は立体音響や効果の順番によって臨場感・没入感やスムーズな物語の理解，

文章想起の度合いに変化が起こるのかについて検証している．結果としては音の提

示タイミングによって，音の聴きやすさや臨場感の有無，没入感に変化が見られた。

また，効果音の順番によって没入感，音への理解，文章想起の度合いに変化が見ら

れた．一方で，1つ目の実験と同様，効果量のバランスが悪い場合，良い効果をもた

らしづらい傾向であった．\par 

\subsection{音声合成} 

田中ら$^ {\scriptsize [12]} $の研究では音声対話エージェントの違和感の解消を目

的とし，音声合成が感情にどの程度影響を与えるのかについて研究が行われている

．この研究によると，表情(視覚)，感情的な声の調子(聴覚)，発話内容(言語)が与える

影響はそれぞれ55％，38％，7％であった．即ち，視覚と聴覚だけで88％という大きな

影響を与えているのである．\par 

この研究では，合成音声にメロディを付けることで，新たな聴覚的な感情表現を行い

，MEEが感情に伝える効果やエージェントの人間らしさ・話しやすさに影響を与えるか

ついての調査を行っている．MEEとは、Melodic　Emotional　Expressionの略称であり

，エージェントの感情に対応したメロディを合成音声に付加する手法のことである．ま



た，BGMやSEはMEEとして有効であることからBGMとSEのどちらがより効果的に感情

を伝えることが可能かについても検証している．\par 

実験方法としてメールが届いた場合を想定し，バーチャルアシスタントに2つの通信音

声を流してもらう．参加者はその通知を聞いた後，質問を受ける．質問項目はすべて

7段階のSD法(Semantic Differential Method)で行う．差分法で評価し，第1回と第2回

の通知ごとに回答を行う．不正が起こらないようにアンケートの回答理由もヒヤリング

する．MEEはBGMとSEの2種類，感情はポジティブとネガティブの2種類あるため，80

人の参加者に対して合計160のデータポイントを収集できる．\par 

結果として，MEEは平坦な合成音声であっても感情を伝達することが可能であること

が実験を通して証明された．また，ポジティブな感情を表現する為にBGMやSEを使用

した場合，エージェントの人間らしさ，話しやすさが向上した．\par 

 

 

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 

\section{提案システム} 

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 

 

\subsection{システム概要} 

本システムは，物語の文章を解析し，単語をカテゴリに分類して文中のオノマトペを抽

出，オノマトペに対応した効果音を加え，朗読とともに再生することで内容理解や物語

への没頭を狙う．また，本研究では形態素解析やOSC通信を用いて，システム全体

の自動化を目指した． 

 

\subsection{システム構成　図や文献を後に調整} 

本システムの実行環境ハードウェアはWindows10のPCを使用し，ソフトウェア開発に

はPureDataやPython，MeCab，Open Jtalkを使用した．本システムは，朗読対象の中

のオノマトペに効果音を付けるため，物語の文章を形態素解析ツールを用いて解析

（図1に示す）し，単語をカテゴリに分類して文中のオノマトペを抽出する[1]．オノマト

ペに対応した効果音をPureDataを用いて朗読と共に再生（図2に示す）する[2-3] 

 

\subsection{形態素解析} 

本研究では，絵本の物語を文章に起こし，形態素解析ツールを用いて解析を行う．形

態素解析とは，単語の識別，活用語処理，品詞の同定などの全体的な処理のことを

示す$^ {\scriptsize [7]} $．形態素解析にはいくつかの解析方法が存在しているが，

本研究ではMeCabを用いて解析を行う．形態素解析によって抽出したオノマトペを

PythonのOSC通信を用いてPureDataにデータを送り，対応した効果音を出力するシ

ステムを作成した（図2に示す）． 

 

\subsection{朗読システム} 

絵本の朗読にはOpen Jtalkを使用し，朗読と効果音をPureDataを用いて再生する（図

3に示す）．OSC通信によって送られたデータに付随した効果音をPureDataで出力す

る際，朗読に合わせて効果音を出力するため，対応したオノマトペが登場するタイミン



グをPureDataで計測した．本研究では，タイミングを故意にずらす実験を行うため，一

致したタイミングから1.5秒足したものと1.5秒減らしたものも作成した．本研究で用いる

物語は知名度が高い物語（実験1の朗読1），そこそこの知名度の物語（実験1の朗読

3），知名度のない物語（実験1の朗読2）の3つの物語の一部を使用した．加えて，オノ

マトペの数を揃えるため，オノマトペが4～7個になるように物語を選択した． 

 

\begin{figure*}[t] 

\begin{center} 

\includegraphics[keepaspectratio, scale=0.3]{analysis.png} 

\caption{.形態素解析の実施画面} %和文 caption 

\label{example6} 

\end{center} 

\end{figure*} 

 

\begin{figure*}[t] 

\begin{center} 

\includegraphics[keepaspectratio, scale=0.3]{pure.png} 

\caption{朗読と効果音の結合(PureData)} %和文 caption 

\label{example6} 

\end{center} 

\end{figure*} 

 

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 

\section{実験} 

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 

 

\subsection{実験目的} 

本研究では，朗読音声のオノマトペを音に変換することにより，集中力の向上やイ

メージの明確化を与えるか検証するとともに，内容理解の促進や物語への没頭を目

的とする．また，効果音のボリュームやタイミングを変化させ，より効果的に内容理解

や物語への没頭に影響を与えることを目的とする． 

 

\subsection{実験仮説} 

本研究では，以下の3つの仮説を設定した． 

\begin{enumerate} 

\item 効果音により，朗読難度が下がり内容理解が容易になる 

　\item 効果音を強調することで，朗読難度が下がり内容理解が容易になる 

　\item 効果音を入れる場所によって，朗読難度・内容理解が変化する 

\end{enumerate} 

 

\subsection{実験条件} 



本研究では，効果音自体による影響と効果音の変化が与える影響を検証するため，

以下の3つの実験を行った． 

 

\subsubsection{実験1} 

効果音自体が及ぼす影響を評価するため，3つの朗読音源を使用し，効果音要因A（

A1:効果音なし，A2:効果音あり）の1要因2条件の被験者内実験を行った． 

 

\subsubsection{実験2} 

効果音の強調が与える影響を評価するため，実験1で使用した朗読音源の中から1つ

（実験1の朗読1）を選択し，効果音のボリューム要因B（B1:小さい，B2:普通，B3:大き

い）の1要因3条件の被験者内実験を行った． 

 

\subsubsection{実験3} 

効果音のタイミングが与える影響を評価するため，実験1で使用した朗読音源の中か

ら1つ（実験1の朗読1）を選択し，効果音のタイミング要因C（C1:朗読より早い，C2:朗

読と同時，C3:朗読より遅い）の1要因3条件の被験者内実験を行った． 

 

\subsection{実験参加者} 

実験参加者は21～60歳の男女合計20名（男性14名，女性6名）を対象に実験を行っ

た．また，本実験は感染症対策のため，Google Formsを利用してオンラインで実施し

た． 

 

\subsection{事前アンケート} 

本実験では，絵本の朗読を聞いてもらうため，実験参加者には事前アンケートを実施

した．アンケート内容は以下の項目を設けた．\par 

 

Q1　この物語を知っている\par 

 

実験参加者は以上の項目に2段階評価(0：いいえ　1：はい)で回答してもらった．回答

結果は図4のようになった． 

 

\begin{figure*}[t] 

\begin{center} 

\includegraphics[keepaspectratio, scale=0.7]{know1.png} 

\caption{物語を知っているか} %和文 caption 

\label{example6} 

\end{center} 

\end{figure*} 

 

\subsection{事後アンケート} 

実験1，2，3終了後，実験に対する感想を聞くため，実験参加者には事後アンケートを

実施し，率直な感想を回答してもらった． 



 

\subsection{実験手順} 

実験手順は以下の通りである． 

 

\begin{enumerate} 

\item 実験参加者には音声をしっかり聞いてもらうため，ヘッドフォンもしくはイヤフォ

ンを装着してもらう．その後，音量調整のため，調整用の音声を聞いてもらい，朗読

が聞こえやすい音量に調整してもらう．調整が終わり次第，実験を開始する． 

 

\item 1つの音声を聞いてもらい，聴取が終わり次第アンケートに回答してもらい，そ

の後，再び音声を聞いてもらう．これをすべてのパターンが終わるまで繰り返し行う． 

 

\item すべての音声の聴取が終わり，アンケートの回答がすべて終了した時点で実

験は終了する． 

 

\end{enumerate} 

 

\subsection{評価項目} 

 

実験参加者は，実験1では朗読への集中度合（Q1～Q4），朗読への没入度合（Q5～

Q6）に関する項目を，実験2と3では集中度合（Q1，Q2，Q4），朗読への没入度合（Q5

，Q7）に関する項目を設けた．Q1～Q5，Q8の項目はVisual Analogue Scale（VAS）法

に従い，0～ 99の100段階評価（0：当てはまらない　50：どちらでもない　99：当てはま

る）で回答してもらった．Q6は0～2，3以上の4段階評価で回答してもらった．実験にお

ける質問項目は以下の通りである．\par 

 

Q1　朗読に違和感を感じた \par 

Q2　動画以外(実験以外)のことに意識が持っていかれた　\par 

Q3　記憶に残っている単語またはフレーズが[?]箇所ある　\par 

Q4　心の中で物語を復唱した 　\par 

Q5　動画を聞き流して聴取した \par 

Q6　情景が浮かんだ \par 

Q7　話が自然と入ってきた　\par 

 

\subsection{実験結果} 

 

\subsubsection{実験1（朗読1）} 

実験1(朗読1～朗読3)により得られた各アンケート結果に対し，分散分析(有意水準

α=0.05)を行った．実験1（朗読1）での評価項目（Q1，Q2，Q4，Q5，Q6）についての平

均と標準偏差を図5に，分散分析の結果を表1に示す．また，Q3についての集計結果

は図10に示す．　\par 



まず，朗読への集中度合（Q1～Q4）に対する評価として，Q1の結果より，要因Aで有

意差が見られた．平均値を比較してみると，A1＜A2であることから，効果音を付ける

ことで朗読に対する違和感が減少し　集中力を向上させる可能性が示唆された．\par 

Q2の結果より，要因Aで有意差は見られなかった．以上の結果から，効果音を付ける

ことによる朗読以外への意識の分散は起こらず，集中力の増減に影響を与えないこ

とが示唆された．\par 

Q3の結果より，効果音を付けることで記憶に残る単語やフレーズが増加し，内容理解

が向上する可能性が示唆された．一方で，効果音が3つ以上の記憶に影響を与えて

いないことから，内容理解への影響は小さい可能性がある．　\par 

Q4の結果より，要因Aで有意差は見られなかった．以上の結果から，効果音を付ける

ことで内容を理解しようとする姿勢への変化は起こらず，集中力の増減に影響を与え

ないことが示唆された．\par 

次に，朗読への没入度合（Q5～Q6）に対する評価として，Q5の結果より，要因Aで有

意差が見られた．平均値を比較してみると，A1＞A2であることから，効果音を付ける

ことで朗読への没入感が向上する可能性が示唆された．　\par 

Q6の結果より，要因Aで有意差が見られた．平均値を比較してみると，A1<A2である

ことから，効果音を付けることで朗読に対してイメージが明確化し，朗読への没入感

が向上する可能性が示唆された．　\par 

 

\subsubsection{実験1（朗読2）} 

実験1（2つ目の朗読）での評価項目（Q1，Q2，Q4，Q5，Q6）についての平均と標準偏

差を図6に，分散分析の結果を表2に示す．また，Q3についての集計結果は図10に示

す．　\par 

まず，朗読への集中度合（Q1～Q4）に対する評価として，Q1の結果より，要因Aで有

意差は見られなかった．以上の結果から，効果音を付けることによる朗読に対する違

和感は増減せず，集中力の増減に影響を与えないことが示唆された．　\par 

Q2の結果より，要因Aで有意差は見られなかった．以上の結果から，効果音を付ける

ことによる朗読以外への意識の分散は起こらず，集中力の増減に影響を与えないこ

とが示唆された．\par 

Q3の結果より，効果音を付けることで記憶に残る単語やフレーズが増加し，内容理解

が向上する可能性が示唆された．一方で，効果音が3つ以上の記憶に影響を与えて

いないことから，内容理解への影響は小さい可能性がある．　\par 

Q4の結果より，要因Aで有意差が見られた．平均値を比較してみると，A1＜A2である

ことから，効果音を付けることで内容を理解しようとする姿勢を向上させ，集中力を向

上させる可能性が示唆された．　\par 

次に，朗読への没入度合（Q5～Q6）に対する評価として，Q5の結果より，要因Aで有

意差は見られなかった．．以上の結果から，効果音を付けることによる朗読に対する

没入感の増減に影響を与えないことが示唆された　\par 

Q6の結果より，要因Aで有意差が見られた．平均値を比較してみると，A1＜A2である

ことから，効果音を付けることで朗読に対してイメージが明確化し，朗読への没入感

が向上する可能性が示唆された．　\par 

 



\subsubsection{実験1（朗読3）} 

実験1（3つ目の朗読）での評価項目（Q1，Q2，Q4，Q5，Q6）についての平均と標準偏

差を図7に，分散分析の結果を表3に示す．また，Q3についての集計結果は図10に示

す．　\par 

まず，朗読への集中度合（Q1～Q4）に対する評価として，Q1の結果より，要因Aで有

意差は見られなかった．以上の結果から，効果音を付けることによる朗読に対する違

和感は増減せず，集中力の増減に影響を与えないことが示唆された．　\par 

Q2の結果より，要因Aで有意差が見られた．平均値を比較してみると，A1＞A2である

ことから，効果音を付けることで，朗読以外への意識が減少し，集中力が向上する可

能性が示唆された．　\par 

Q3の結果より，効果音を付けることで記憶に残る単語やフレーズが増加し，内容理解

が向上する可能性が示唆された．　\par 

Q4の結果より，要因Aで有意差が見られた．平均値を比較してみると，A1＜A2である

ことから，効果音を付けることで，朗読以外への意識が減少し，集中力が向上する可

能性が示唆された．　\par 

次に，朗読への没入度合（Q5～Q6）に対する評価として，Q5の結果より，要因Aで有

意差が見られた．平均値を比較してみると，A1＞A2であることから，効果音を付ける

ことで朗読への没入感が向上する可能性が示唆された．　\par 

Q6の結果より，要因Aで有意差が見られた．平均値を比較してみると，A1＜A2である

ことから，効果音を付けることで朗読に対してイメージが明確化し，朗読への没入感

が向上する可能性が示唆された．　\par 

 

\subsubsection{実験2} 

実験1と同様，実験2により得られた各アンケート結果に対し，分散分析(有意水準

α=0.05)を行った．実験2での評価項目（Q1，Q2，Q4，Q5，Q7）についての平均と標準

偏差を図8に，分散分析の結果を表4に示す．\par 

まず，朗読への集中度合（Q1，Q2，Q4）に対する評価として，Q1の結果より，要因Bで

有意差が見られた．平均値を比較してみると，B1＜B3＜B2であることから，効果音の

強調によって朗読に対する違和感が減少し　集中力を向上させる可能性が示唆され

た．また，ボリュームの大きさ順によって効果があるという訳ではないことが示唆され

た．　\par 

Q2の結果より，要因Bで有意差が見られた．平均値を比較してみると，B1＜B2＜B3

であることから，効果音の強調によって朗読以外への意識が増加し，集中力が低下

する可能性が示唆された．　\par 

Q4の結果より，要因Bで有意差は見られなかった．以上の結果から，効果音の強調

によって内容を理解しようとする姿勢への変化は起こらず，集中力の増減に影響を与

えないことが示唆された．\par 

次に，朗読への没入度合（Q5，Q7）に対する評価として，Q5の結果より，要因Bで有

意差が見られた．平均値を比較してみると，B2＜B3＜B1であることから，効果音の強

調によって朗読への没入感が向上する可能性が示唆された．また，ボリュームの大

きさ順で効果があるという訳ではないことが示唆された．\par 



Q7の結果より，要因Bで有意差は見られなかった．以上の結果から，効果音の強調

によって朗読に対するイメージの明確化は起こらず，朗読への没入感に影響を与え

ないことが示唆された．\par 

 

\subsubsection{実験3} 

実験1，2と同様，実験3により得られた各アンケート結果に対し，分散分析(有意水準

α=0.05)を行った．実験3での評価項目（Q1，Q2，Q4，Q5，Q7）についての平均と標準

偏差を図9に，分散分析の結果を表5に示す．\par 

まず，朗読への集中度合（Q1，Q2，Q4）に対する評価として，Q1の結果より，要因Cで

有意差が見られた．平均値を比較してみると，C3＜C2＜C1であることから，効果音

のタイミングによって朗読に対する違和感が減少し　集中力を向上させる可能性が示

唆された．\par 

Q2の結果より，要因Cで有意差は見られなかった．以上の結果から，効果音のタイミ

ングによって朗読以外への意識の分散は起こらず，集中力の増減に影響を与えない

ことが示唆された．\par 

Q4の結果より，要因Cで有意差は見られなかった．以上の結果から，効果音のタイミ

ングによって内容を理解しようとする姿勢への変化は起こらず，集中力の増減に影響

を与えないことが示唆された．\par 

次に，朗読への没入度合（Q5，Q7）に対する評価として，Q5の結果より，要因Cで有

意差が見られた．平均値を比較してみると，C3＜C1＜C2であることから，効果音のタ

イミングによって朗読への没入感が向上する可能性が示唆された．また，タイミング

の早さ順で効果があるという訳ではないことが示唆された．\par 

Q7の結果より，要因Cで有意差は見られなかった．以上の結果から，効果音のタイミ

ングによって朗読に対するイメージの明確化は起こらず，朗読への没入感に影響を

与えないことが示唆された．\par 

 

 

 

 

 

 

\begin{table*}[t] 

\caption{実験1（朗読1）の分散分析結果表} 

\label{oto} 

\center 

\begin{tabular}{|ll|rr|ll} 

\cline{1-4} 

\multicolumn{2}{|l|}{} & \multicolumn{2}{c|}{A} & & \\ \cline{1-4} 

\multicolumn{2}{|l|}{Question} & \multicolumn{1}{c|}{F} & \multicolumn{1}{c|}{P} & & \\  

Q1 & 朗読に違和感を感じた & \multicolumn{1}{r|}{6.093} & 0.0051 ** & & \\ 

Q2 & 動画以外(実験以外)のことに意識が持っていかれた & 

\multicolumn{1}{r|}{0.662} & 0.4261 & & \\ 



Q4 & 心の中で物語を復唱した & \multicolumn{1}{r|}{0.331} & 0.5716 & & \\ 

Q5 & 動画を聞き流して聴取した動画を聞き流して聴取した & 

\multicolumn{1}{r|}{8.798} &0.0079 ** & & \\ 

Q6 & 情景が浮かんだ & \multicolumn{1}{r|}{38.552} & 0.0000 **** & & \\ \cline{1-4} 

 

 

\end{tabular} 

\end{table*} 

 

 

 

\begin{table*}[t] 

\caption{実験1（朗読2）の分散分析結果表} 

\label{oto} 

\center 

\begin{tabular}{|ll|rr|ll} 

\cline{1-4} 

\multicolumn{2}{|l|}{F\&P} & \multicolumn{2}{c|}{A} & & \\ \cline{1-4} 

\multicolumn{2}{|l|}{Question} & \multicolumn{1}{c|}{F} & \multicolumn{1}{c|}{P} & & \\  

Q1 & 朗読に違和感を感じた & \multicolumn{1}{r|}{1.184} & 0.2902 & & \\ 

Q2 & 動画以外(実験以外)のことに意識が持っていかれた & 

\multicolumn{1}{r|}{1.549} & 0.2284 & & \\ 

Q4 & 心の中で物語を復唱した & \multicolumn{1}{r|}{9.117} & 0.0071 ** & & \\ 

Q5 & 動画を聞き流して聴取した動画を聞き流して聴取した & 

\multicolumn{1}{r|}{0.686} &0.4177 & & \\ 

Q6 & 情景が浮かんだ & \multicolumn{1}{r|}{11.392} & 0.0032 *** & & \\ \cline{1-4} 

 

 

\end{tabular} 

\end{table*} 

 

\begin{table*}[t] 

\caption{実験1（朗読3）の分散分析結果表} 

\label{oto} 

\center 

\begin{tabular}{|ll|rr|ll} 

\cline{1-4} 

\multicolumn{2}{|l|}{F\&P} & \multicolumn{2}{c|}{A} & & \\ \cline{1-4} 

\multicolumn{2}{|l|}{Question} & \multicolumn{1}{c|}{F} & \multicolumn{1}{c|}{P} & & \\  

Q1 & 朗読に違和感を感じた & \multicolumn{1}{r|}{1.041} & 0.3203 & & \\ 

Q2 & 動画以外(実験以外)のことに意識が持っていかれた & 

\multicolumn{1}{r|}{4.782} & 0.0415 * & & \\ 



Q4 & 心の中で物語を復唱した & \multicolumn{1}{r|}{9.241} & 0.0067 ** & & \\ 

Q5 & 動画を聞き流して聴取した動画を聞き流して聴取した & 

\multicolumn{1}{r|}{4.631} &0.0445 * & & \\ 

Q6 & 情景が浮かんだ & \multicolumn{1}{r|}{44.997} & 0.0000 **** & & \\ \cline{1-4} 

 

 

\end{tabular} 

\end{table*} 

 

\begin{table*}[t] 

\caption{実験2の分散分析結果表} 

\label{oto} 

\center 

\begin{tabular}{|ll|rr|l|l} 

\cline{1-5} 

\multicolumn{2}{|l|}{F\&P} & \multicolumn{2}{c|}{B} & 多重比較 & \\ \cline{1-5} 

\multicolumn{2}{|l|}{Question} & \multicolumn{1}{c|}{F} & \multicolumn{1}{c|}{P} & & \\ 

\cline{1-5} 

Q1 & 朗読に違和感を感じた & \multicolumn{1}{r|}{7.002} & 0.0159 * & 

\multicolumn{1}{r|}{A1＜A2} & \\ 

Q2 & 動画以外(実験以外)のことに意識が持っていかれた & 

\multicolumn{1}{r|}{4.168} & 0.0231 * & \multicolumn{1}{r|}{A1＜A3} & \\ 

Q4 & 心の中で物語を復唱した & \multicolumn{1}{r|}{1.111} & 0.3398 & & \\ 

Q5 & 動画を聞き流して聴取した動画を聞き流して聴取した & 

\multicolumn{1}{r|}{3.840} & 0.0303 * & \multicolumn{1}{r|}{A2＜A1} & \\ 

Q7 & 話が自然と入ってきた & \multicolumn{1}{r|}{1.758} & 0.1862 & & \\ \cline{1-5} 

 

 

\end{tabular} 

\end{table*} 

 

\begin{table*}[t] 

\caption{実験3の分散分析結果表} 

\label{oto} 

\center 

\begin{tabular}{|ll|rr|l|l} 

\cline{1-5} 

\multicolumn{2}{|l|}{F\&P} & \multicolumn{2}{c|}{B} & 多重比較 & \\ \cline{1-5} 

\multicolumn{2}{|l|}{Question} & \multicolumn{1}{c|}{F} & \multicolumn{1}{c|}{P} & & \\ 

\cline{1-5} 

Q1 & 朗読に違和感を感じた & \multicolumn{1}{r|}{3.254} & 0.0496 * & 

\multicolumn{1}{r|}{C3＜C1} & \\ 



Q2 & 動画以外(実験以外)のことに意識が持っていかれた & 

\multicolumn{1}{r|}{1.919} & 0.1607 & & \\ 

Q4 & 心の中で物語を復唱した & \multicolumn{1}{r|}{1.976} & 0.1527 & & \\ 

Q5 & 動画を聞き流して聴取した動画を聞き流して聴取した & 

\multicolumn{1}{r|}{4.236} & 0.0218 * & \multicolumn{1}{r|}{C3＜C2} & \\ 

Q7 & 話が自然と入ってきた & \multicolumn{1}{r|}{0.157} & 0.8549 & & \\ \cline{1-5} 

 

 

\end{tabular} 

\end{table*} 

 

\begin{figure*}[t] 

\begin{tabular}{cc} 

\begin{minipage}[t]{0.45\hsize} 

\centering 

\includegraphics[keepaspectratio, scale=0.55]{EP1.png} 

\caption{実験1（朗読1）の平均と標準偏差} %和文 caption 

\label{example6} 

\end{minipage} & 

\begin{minipage}[t]{0.45\hsize} 

\centering 

\includegraphics[keepaspectratio, scale=0.55]{EP2.png} 

\caption{実験1（朗読2）の平均と標準偏差} %和文 caption 

\label{example6} 

\end{minipage} 

\end{tabular} 

\end{figure*} 

 

\begin{figure*}[t] 

\begin{tabular}{cc} 

\begin{minipage}[t]{0.45\hsize} 

\centering 

\includegraphics[keepaspectratio, scale=0.55]{EP3.png} 

\caption{実験1（朗読1）の平均と標準偏差} %和文 caption 

\label{example6} 

\end{minipage} & 

\begin{minipage}[t]{0.45\hsize} 

\centering 

\includegraphics[keepaspectratio, scale=0.55]{EP4.png} 

\caption{実験2の平均と標準偏差} %和文 caption 

\label{example6} 

\end{minipage} 



\end{tabular} 

\end{figure*} 

 

\begin{figure*}[t] 

\begin{tabular}{cc} 

\begin{minipage}[t]{0.45\hsize} 

\centering 

\includegraphics[keepaspectratio, scale=0.55]{EP5.png} 

\caption{実験3の平均と標準偏差} %和文 caption 

\label{example6} 

\end{minipage} & 

\begin{minipage}[t]{0.45\hsize} 

\centering 

\includegraphics[keepaspectratio, scale=0.55]{phrase1.png} 

\caption{記憶に残っている単語またはフレーズが[?]箇所ある} %和文 caption 

\label{example6} 

\end{minipage} 

\end{tabular} 

\end{figure*} 

 

 

 

 

 

 

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 

\section{考察} 

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 

\subsection{実験1} 

実験1では，効果音自体が集中力の向上やイメージの明確化させ，内容理解の促進

や物語への没頭に影響を与えるかについて検証した． 

 

\subsubsection{実験1（朗読1）} 

実験1（朗読1）ではQ1，Q5，Q6で有意差が見られ，Q3は増加傾向を示した．以上の

結果から，既読の物語において，効果音は物語への没入感を促進させることがわ

かった．また，違和感の減少と記憶に残る単語・フレーズの増加から物語の聞き取り

やすさが向上したと考えられる．一方，Q2，Q4で有意差が見られなかった．Q4で有意

差が見られなかった要因として，効果音は既読の物語において，聞き手に対して主体

的に内容理解の促進や物語への没頭を促すことはできなく，自然な内容理解の促進

や物語への没頭を促すのではないかと考えられる． 

 

\subsubsection{実験1（朗読2）} 



実験1（朗読2）ではQ4，Q6で有意差が見られ，Q3は増加傾向を示した．以上の結果

から，未読の物語において，効果音は聞き手の主体的な内容理解を促進し，イメージ

を明確化させることがわかった．一方，Q1，Q2，Q5で有意差が見られなかった．Q1で

有意差が見られなかった要因として，聞き手が未読の物語を聴取したため，効果音に

違和感を感じる前に話が進んでしまった可能性が考えられる．またQ5で有意差が見

られなかった要因として，聞き手が未読の物語を聴取したことによって，主体的に内

容を理解しようとしたため，"聞き流す"という過程が行われなかった可能性が考えら

れる． 

 

\subsubsection{実験1（朗読3）} 

実験1（朗読3）ではQ2，Q4，Q5，Q6で有意差が見られ，Q3は増加傾向を示した．以

上の結果から，効果音は集中力の向上やイメージの明確化させ，内容理解の促進や

物語への没入感を促進させることがわかった．一方，Q1で有意差が見られなかった．

Q1で有意差が見られなかった要因として，物語既読の人と物語未読の人が混在し，

実験開始以前の内容理解に差があったためだと考えられる． 

 

 

\subsubsection{各朗読との比較} 

実験1（朗読1）と実験1（朗読2）を比較によって，物語が既読の場合と未読の場合で

大きく結果が異なることがわかった．一方で，Q2についてはどちらも有意差が見られ

なかったが，その要因として，実験1では効果音なし→効果音ありの順番で朗読を聞

いてもらったため，長時間聴取による集中力の低下が起こった可能性が考えられる．

実験1全体として，Q6によって効果音が朗読に対するイメージの明確化を強く促すこ

とがわかった．また，実験1（朗読3）が最も影響を与えていることから，多くの物語で効

果音自体が集中力の向上やイメージの明確化を促進させ，内容理解の促進や物語

への没頭に影響を与えることがわかった． 

 

\subsection{実験2} 

実験2では，効果音の強調が集中力の向上やイメージの明確化させ，内容理解の促

進や物語への没頭に影響を与えるかについて検証した．実験2ではQ1，Q2，Q5で有

意差が見られた．Q1の平均値の比較を見てみると，B1＜B3＜B2となっており，ボ

リュームを小さくした方が違和感が減少することがわかった．また多重比較によって，

B1とB2に差があることから，ボリュームを普通より小さくする方が効果的に違和感を

減少させることがわかった．Q2の平均値の比較を見てみると，B1＜B2＜B3となって

おり，ボリュームを小さくした方が朗読に集中できることがわかった．また多重比較に

よって，B1とB3に差があることからボリュームを大きくするより小さくする方が朗読に

集中できることがわかった．Q5の平均値の比較を見てみると，B2＜B3＜B1となって

おり，ボリュームを小さくした方が朗読への没入感が向上することがわかった．また多

重比較によって，B1とB2に差があることからボリュームを普通より小さくする方が没入

感が向上させることがわかった．一方，Q4，Q7で有意差が見られなかった．Q4は実

験1（朗読1）でも有意差が見られなかったため，効果音自体が要因だと考えられる．



Q7は実験参加者が実験の過程で，音源の違い(ここではボリュームの違い)に意識を

向けたため，自然な内容理解を妨げた可能性が考えられる． 

 

\subsection{実験3} 

実験3では，効果音のタイミングが集中力の向上やイメージの明確化させ，内容理解

の促進や物語への没頭に影響を与えるかについて検証した．実験3ではQ1，Q5で有

意差が見られた．Q1の平均値の比較を見てみると，C3＜C2＜C1となっており，タイミ

ングを遅らせた方が違和感が減少することがわかった．また多重比較によって，C1と

C3に差があることから，タイミングを早くするより遅くさせる方が効果的に違和感を減

少させることがわかった．Q5の平均値の比較を見てみると，C3＜C1＜C2となっており

，タイミングを送らせた方が朗読への没入感が向上することがわかった．また多重比

較によって，C2とC3に差があることから，タイミングを同時より遅らせた方が没入感が

向上させることがわかった．．一方，Q2，Q4，Q7で有意差が見られなかった．Q2は実

験1，2で同じ音源を使用したため，朗読自体の興味関心が薄れた可能性が考えられ

る．Q4は前述の通り，実験1（朗読1）でも有意差が見られなかったため，効果音自体

が要因だと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 

\section{おわりに} 

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 

本研究では，オノマトペを効果音にして朗読に付与するシステムを提案し，朗読難度

を下げ内容理解の容易化を狙った．検証の結果，物語の既読・未読によって与える

影響の程度は異なるが，オノマトペをもとにした効果音の付与が集中力の向上や違

和感の減少を促すことが示唆された．これにより1つ目の仮説は支持された．また，効

果音のボリュームを上げるのではなく，むしろボリュームを下げることで内容理解の促

進や物語への没頭に影響を与えることが示唆された．これにより2つ目の仮説は棄却

された．最後に，効果音のタイミングを遅らせることで内容理解の促進や物語への没

頭に影響を与えることが示唆された．これにより3つ目の仮説は支持された．　\par 

本実験を経て，特に効果音のボリュームを下げることによって内容理解や没入感が

促進されるという結果は大変興味深く感じた．1つの仮説として，朗読音声を邪魔せず

，意識が効果音に向かない程度のボリュームで効果音を入れることで，内容理解や

没入感の促進につながるのではないかと考えた．今後の展望として，意識しない効果

音のボリュームや内容理解や没入感に最適な効果音のボリュームを検証し，より詳

細な要因のを目指したい．また，今回の実験における効果音が様々なジャンルの音

を使用したために集中力や違和感に影響を与えた可能性があるので，効果音のジャ



ンルを統一し，再度システムを改善して評価したい．加えて，オノマトペの効果音への

変換が快適な朗読を聞かせることが示唆されたため，今後は効果音への変換による

読み手への快適な環境づくりを目指したい． 
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